
                                   

                   
  
  
  
   
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
                                

 
 
 
 
                               
                             
                              
                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    
                                             

東 川 口 地 区

６月１日、「未来へつなぐ森の力～復興から創造へ～」を大会テーマに第６５回全国植樹祭が 

長岡市で開催されました。川口きずな館前のお手植え会場では、天皇皇后両陛下をお迎えして 

の「記念式典」が行われ、県内外から約 800 人が参加しました。 

式典は、中越及び東日本大震災の犠牲者を追悼し黙とうが行われた他、緑の少年団が中越 

大震災の支援に対する感謝のメッセージが書かれた横断幕を掲げ、全国に感謝の気持ちを発 

信しました。その後行われた記念植樹では、天皇陛下がブナ、イタヤカエデ、ホオノキを、皇后陛下はユキツバキ、

ヤマボウシ、ウワミズザクラを植えられました。（今後、この 6 本の苗木と今回の行幸啓で天皇陛下が詠まれ

た句の御製碑を製作して、「きずな館前広場」を整備する予定です。）式典の最後には、小学生により未来へ

のメッセージを託した風船を放ち、全ての日程が終了しました。 

また、式典前後の沿道には約 2,000 人もの皆さんが集まり、日の丸の旗を振り両陛下のお迎えとお見送りをしました。 

当日まで、全地区を挙げご協力をいただき大変ありがとうございました。 
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
事
業
の
交
付
団
体
、
検
討
テ
ー
マ
が
決
定

 
 
 

平
成
26
年
度 

第
１
回
地
域
委
員
会
を
開
催 

    
今
年
度
第
１
回
の
地
域
委
員
会
が

５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
の
交
付
団
体

が
決
定
し
た
他
、
二
つ
の
分
科
会
を

設
置
し
今
後
活
動
を
進
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

 

東
川
口
お
宝
活
か
し
隊
に 

補
助
金
の
交
付
を
決
定 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
事
業
は
、
合

併
後
の
新
市
の
振
興
の
た
め
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
な
ど
が
自
ら

実
施
す
る
事
業
に
対
し
補
助
金
を
交

付
す
る
も
の
で
、
川
口
地
域
に
は
本

年
度
50
万
円
の
予
算
が
配
分
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
事
業
に
東
川
口
お
宝
活
か
し

隊
（
代
表
・
東
川
口
一
区 

目
黒
喜
代

司
さ
ん
）
一
団
体
が
応
募
。
審
査
の

結
果
、
補
助
金
50
万
円
を
交
付
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

◎
交
付
決
定
し
た
事
業
内
容 

 
 
 

事
業
名
＝
第
５
回
新
潟
県
あ
じ
さ
い

サ
ミ
ッ
ト
開
催
及
び
西
国
三
十
三

番
越
後
川
口
霊
場
遊
歩
道
整
備 

 
 
 

内
容
＝
あ
じ
さ
い
の
植
栽
活
動
を
通

し
た
広
域
交
流
事
業
「
新
潟
県
あ

じ
さ
い
サ
ミ
ッ
ト
」
の
川
口
開
催

と
東
川
口
裏
山
の
西
国
三
十
三
番 

    

越
後
川
口
霊
場
を
巡
る
遊
歩
道
に
あ

じ
さ
い
の
植
栽
を
実
施
す
る
他
、
階

段
の
補
修
や
記
念
木
札
、
案
内
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け 

二
つ
の
テ
ー
マ
で
検
討 

市
で
は
今
年
度
、
一
次
合
併
か
ら

10
年
と
な
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
に
向
け
、
地
域
の

「
誇
り
」
と
「
自
信
」
の
醸
成
に
向

け
て
「
地
域
の
宝
の
磨
き
あ
げ
事
業

（
仮
称
）」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
検

討
は
地
域
委
員
会
で
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
会
議
の
中
で
内
容
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
３
月
に
行
わ
れ
た
平

成
25
年
度
最
後
の
地
域
委
員
会
で

は
、
今
年
度
の
検
討
テ
ー
マ
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
人
口
減
少

対
策
」
や
「
防
災
」、「
高
齢
者
の
一

人
り
暮
ら
し
対
策
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
を
受
け
、
今
年
度
の
地
域

委
員
会
の
検
討
テ
ー
マ
を
、
市
か
ら

の
諮
問
事
項
で
あ
る
「
地
域
の
宝
の

磨
き
あ
げ
事
業
（
仮
称
）
に
つ
い
て
」

と
委
員
か
ら
の
意
見
の
多
か
っ
た

「
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
」に
決
定
。

二
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

◎
分
科
会
委
員
名
簿
（
敬
称
略
） 

・
第
１
分
科
会
（
７
名
）
＝
テ
ー
マ

「
地
域
の
宝
の
磨
き
あ
げ
事
業
に

つ
い
て
」 

 

小
宮
山
正
久
、
星
野
晃
男
、
渡
辺

清
作
、
古
田
島
俊
雄
、
砂
川
祐
次

郎
、
佐
藤
由
美
子
、
真
島
文
子 

・
第
２
分
科
会
（
７
名
）
＝
テ
ー
マ

「
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
」 

 

 

宮
勝
実
、小
宮
山
豊
彦
、水
落
優
、 

 

鈴
木
幸
子
、
星
野
志
津
代
、
中
林 

道
泰
、
原
田
和
夫 

 
 

 問
合
せ
＝
地
域
振
興
課 
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 臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金 

対 象 者 
※条件のす
べてを満た
す 方 

○平成２６年１月１日現在で長岡市に住民登
録がある 

○平成２６年度の住民税が非課税または免除
されている（ただし、住民税課税者に扶養さ
れている人などを除く） 

○生活保護制度内の被保護者などでない 

★給付対象者 
○平成26 年１月分の児童手当・特例給付を受給 
○受給者の平成２５年の所得が児童手当の所得制限限

度額未満 
★給付対象児童 
○平成２６年１月分の児童手当・特例給付の対象児童
（臨時福祉給付金の対象となる児童や生活保護世帯
の児童は除く） 

市 か ら の 
申 請 書 
送 付 先 

対象となる可能性のある人がいる世帯の
世帯主 

平成26年1月分の児童手当受給者 
※公務員の方は勤務先から申請書が発行されます。 

給 付 額 
対象者１人につき１万円 
老齢基礎年金・児童扶養手当などの受給者は、
１人１万５千円 

児童１人につき１万円 

申 請 期 間 平成２６年７月１日（火）～１２月２４日（水） 

提 出 方 法 返信用封筒による郵送 
返信用封筒による郵送又はさいわいプラザ４階子ども
家庭課・各支所市民生活課へ 

問 合 せ 先 
川口支所市民生活課      89-3112 
福祉総務課臨時福祉給付金班  39-2992 

川口支所市民生活課    89-3112 
子ども家庭課家庭支援係  39-2300 

注 ①それぞれの対象者となる可能性のある方には、７月上旬に申請書を送付します。 

②両方の給付金を受け取ることはできません。（臨時福祉給付金が優先されます） 

③それぞれの給付金の受給対象をよくご確認ください。

【 臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金のご案内 】 

２

団体からのプレゼンテーション 



   
 

事
前
予
約
を
受
け
付
け
中
で
す
。

予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！ 

◎
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診 

 

７
月
８
日
（
火
）
川
口
公
民
館
田

麦
山
分
館
、
川
口
公
民
館 

 

７
月
９
日
（
水
）
川
口
公
民
館
泉

水
分
館 

 

８
月
３
日
（
日
）
川
口
公
民
館 

◎
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診 

 

８
月
３
日
（
日
）
川
口
公
民
館 

●
問
合
せ
・
申
込
み 

市
民
生
活
課 
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６
月
23
日
、
24
日
の
特
定
健
診

を
受
け
た
方
に
健
診
結
果
を
お
知
ら

せ
し
、
あ
わ
せ
て
食
生
活
や
運
動
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。 

◎
７
月
29
日
（
火
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

西
川
口
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー 

◎
７
月
31
日
（
木
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

川
口
公
民
館
田
麦
山
分
館 

◎
８
月
１
日
（
金
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

 

川
口
公
民
館 

※
以
前
に
健
診
を
受
け
、
結
果
が
手

元
に
あ
る
方
は
ご
都
合
の
良
い
時
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
誰
で
も
参
加
可

能
で
す
。 

●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課 
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‐
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日
時
＝
７
月
２
日
（
水
） 

受
付
時
間
午
後
１
時
～
３
時
30
分 

会
場
＝
川
口
公
民
館 

内
容
＝
全
血
献
血
（
２
０
０
ml
・ 

４
０
０
ml
） 

対
象
＝
献
血
年
齢 

16
歳
～
69
歳
。

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
は
、
60

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血

経
験
が
あ
る
方
。 

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課 
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‐
３
１
１
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え
ち
ご
川
口
温
泉
温
水
プ
ー
ル
で

水
中
運
動
を
実
施
。期
間
中
に
２
回
、

体
力
測
定
を
実
施
し
水
中
運
動
の
効

果
を
ご
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

個
人
差
も
あ
り
ま
す
が
、
効
果
は

バ
ツ
グ
ン
。
こ
の
機
会
に
申
し
込
み

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
時
＝
７
月
10
日
（
木
）
～
９
月
25

日
（
木
）
毎
週
木
曜
日
全
12
回 

午

後
１
時
半
～
３
時
半 

対
象
者
＝
65
歳
以
上
で
膝
や
腰
に

痛
み
が
あ
り
、
３
か
月
の
教
室
に

継
続
参
加
可
能
な
方
。 

定 

員
＝
25
名
程
度 

参
加
費
＝
１
回
４
０
０
円 

申
込
み
＝
７
月
２
日
ま
で
に
市
民
生

活
課 

89
‐
３
１
１
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川
口
地
域
で
資
源
物
の
拠
点
回
収

を
実
施
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
引
取
日
時
＝
７
月
13
日
（
日
） 

午
前
９
時
～
正
午 

■
引
取
場
所
＝
東
川
口
保
育
園
前 

車
庫
入
り
口（
の
ぼ
り
旗
が
目
印
） 

■
引
取
品
目
＝
リ
ユ
ー
ス
び
ん
、
古

着
・
古
布
、
食
器
類
、
小
型
家
電
、

び
ん
・
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古

紙
類
、
使
用
済
天
ぷ
ら
油
、
靴
、

か
ば
ん
・
ベ
ル
ト
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ

ー
パ
ー(

透
明
な
袋
な
ど
に
入
れ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
） 

■
出
せ
な
い
も
の
＝
割
れ
た
び
ん
、

汚
れ
た
衣
類
、
は
ん
て
ん
、
ふ
と

ん
、
割
れ
た
セ
ト
モ
ノ
、
木
製
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
食
器
、
テ
レ

ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
・
乾
燥
機
、
除
湿
機

洗
剤
の
箱
な
ど 

■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課 
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‐
３
１
１
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お
早
め
に
予
約
を 

７
月
・
８
月
の
が
ん
検
診 

こ
れ
で
健
康
管
理
は
バ
ッ
チ
リ 

健
診
結
果
説
明
会 

一
番
身
近
な
人
助
け
・
愛
の
献
血 

献
血
バ
ス
が
来
ま
す 

水
中
運
動
定
期
教
室 

 

予
約
は
お
早
め
に

3 

資
源
物
の
拠
点
回
収
を
行
い
ま
す 

 信濃川の増水にご注意！警報がなったらすぐ避難  

ＪＲ東日本信濃川発電所では、河川での水難防止のた

め、警報装置としてサイレン・スピーカーを設置してい

ます。宮中取水ダムからの放流量を増やす時、及び調整

池から放流する時は警報を鳴らしますので、直ちに川か

ら離れ、安全な場所へ避難してください。 
★問合せ ＪＲ東日本信濃川発電所 

平日（昼間） 82-2702 休日・夜間  82-0196 

  夏到来！ 温泉のプールをご利用ください。 

営 業 日  7月19日(土)～21日(月)及び7月26日(土)

～8月24日(日) 

（※7月29日、8月5日・19日休館） 

営業時間 11:00～17:00 

問合せ  えちご川口温泉 

 89-4511 



※問合せ＝いずれも必ず事前に都市開発課 

                        ３９・２２２６へ

                                  

                                  

                                  

                                  

                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

■ アンパンマン教室   ～４日、１１日、18 日、25 日～   毎週金曜日の 10 時～11 時 

歌や手遊び、季節に合わせた遊びをしたり、紙芝居を見たりするなど楽しく過ごします。 

事前の申込みは不要です、当日時間前までに来館ください。みなさんの参加をお待ちしています。 

（※対象年齢は就学前の幼児です。） 

■ 行  事 
３日(木)…「手遊びと絵本の会」  

１０日(木)…「おにぎりピクニック」 

１７日(木)…「わくわくタイム」（運動遊び） 

３１日(木)…「７月生まれのお誕生会」 

★ 毎週木曜日は、無料バスを運行しています。 

行き→10：00 東川口保育園発 

帰り→11：30 すこやか発  

 
 

「おにぎりピクニック」 

●７月10 日（木）・11:00～12:00 

お家で作ってきたおにぎりを持ってきて、園庭

でピクニックごっこをします。 

当日は栄養士さんが作るデザート付きです。 

※７月４日（金）アンパンマン教室は壁掛けタイプ

の「七夕飾り」を作ります。 

■ 自己負担は1万円！ 耐 震 診 断 

対象住宅＝次のすべてを満たす住宅 
①昭和56年5月31日以前に建築した一戸建て住宅 
②壁、柱、床、屋根など主要構造の大部分が木造 
③現に住宅として利用（併用住宅を含むが、住宅部分が1／2以上

を占めるもの） 
④過去に耐震診断費の助成を受けていない 

延べ面積 
当初必要な 

診断費用 
市の助成額 自己負担額 

70 ㎡以下 72,000円 62,000円 

１万円 70 ㎡～175㎡以下 82,000円 72,000円 

175㎡超 103,000円 93,000円 

◎診断費は当初、床面積により７万２千円～１０万３千円が必要

ですが、市の助成額を差し引くと、自己負担額は１万円となり

ます。 

申込期限＝11月28日（金） 

（診断完了は来年1月20日（火）まで） 
 

■ 命と財産を守る 耐 震 改 修 
対象住宅＝次のすべてを満たす住宅 
①昭和56年5月31日以前に建築した一戸建て住宅 
②壁、柱、床、屋根など主要構造の大部分が木造 
③耐震診断で、総合評点が1.0未満（倒壊する危険性がある）と判定 
助成額＝対象工事により異なります。詳しくはお問い合わせ下さい。 

対象工事 助成額(上限) 

耐震改修･･･基礎や壁などを補強

（耐震診断の総合評点を 1.0 以上

にする） 

工事費の 1／3（最大 60 万円）

に最大15万円を加えた額 

融雪装置設置併用耐震改修･･･屋

根の軽量化かつ融雪装置の設

置、壁などの補強（総合評点を1.0

以上にする） 

工事費の1／2（最大100 万円）

に最大15万円を加えた額 

部分補強･･･高齢者または障害者

のいる世帯で、総合評点が 0.7 未

満と診断されていた住宅の 1 階就

寝室を中心に補強する、または 1

階に防災ベッドなどを取り付ける工

事。なお、地震保険への新規加入

または更新が必要 

工事費の 1／3（最大 30 万円）

に最大 10 万円を加えた額およ

び地震保険料の1／2（最大3万

円） 

◎改修設計および工事監理費の助成（事業費の1/2で上限12万円）

もご利用ください。 

申込期限＝11月28日（金）（工事完了は来年1月20日（火）まで） 

木造住宅の耐震診断費・耐震改修費助成の活用を！

社
会
福
祉
法
人
小
千
谷
北
魚
沼

福
祉
会
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

○
介
護
職
員 

・
採
用
予
定
人
数
＝
６
名
程
度 

・
応
募
資
格
＝
介
護
福
祉
士
又
は
社

会
福
祉
士
、
採
用
後
前
記
の
資
格

取
得
意
欲
の
あ
る
者 

○
看
護
職
員 

・
採
用
予
定
人
数
＝
２
名 

・
応
募
資
格
＝
看
護
師
又
は
準
看
護

師 

○
採
用
時
期 

平
成
27
年
４
月
１
日(

介
護
職
員)

※
看
護
職
員
は
随
時 

○
試
験
日
及
び
試
験
会
場 

★
８
月
募
集(

介
護
職
員) 

・
第
一
次
試
験 

平
成
26
年
８
月
２
日
（
土
） 

 

・
第
二
次
試
験 

 

平
成
26
年
８
月
11
日
（
月
）

 

★
看
護
職
員
の
日
程
は
随
時
（
相
談

に
よ
り
決
定
） 

・
会
場
＝
小
粟
田
の
里 

○
問
合
せ 

・
社
会
福
祉
法
人 

小
千
谷
北
魚
沼

福
祉
会 

・
住
所
＝
小
千
谷
市
小
粟
田
２
７
３

２
番
地
７  

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

小
粟
田
の
里   

 

83
‐
２
１
０
０ 

 

4 

※ 詳しくは、「すこやか」までお問い合わせください。 

                                      89－3555 



みんな笑 顔 の夏 になる   【川口まつり ７月26 日・27 日開催】 

 

１ 火 

（えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 15 火 （えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 

０１２３ちゃん集まれ会（西川口保育園） 
16 水

お茶会（川口きずな館） 

２ 水 

献血（川口公民館） ０１２３ちゃん集まれ会（東川口保育園） 

０１２３ちゃん集まれ会（東川口保育園） 
17 火

特定健診・胸部レントゲン（川口公民館、木沢会館よろみ） 

３ 木 手遊びと絵本の会（すこやか） わくわくタイム（すこやか） 

６ 日 10 周年目の大感謝祭（あぐりの里） 20 日 よってげてぇふれあい市（東川口本町通り） 

８ 火 
胃がん・大腸がん検診 
（川口公民館田麦山分館、川口公民館） 

26 土 川口まつり（～27 日・川口支所前他） 

９ 水 胃がん・大腸がん検診（川口公民館泉水分館） 
29 火

（えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 

10 木 

おにぎりピクニック（すこやか） 健診結果説明会（西川口集落開発センター） 

植樹祭写真展（～31 日・川口きずな館） 

31 木

健診結果説明会（川口公民館田麦山分館） 

15 火 

特定健診・胸部レントゲン（和南津集会所、川口公民
館泉水分館） 

7 月生まれのお誕生会（すこやか） 

０１２３ちゃん集まれ会（西川口保育園）    

 
 
 
 

◎地域や団体などからお寄せいただい情報を提供するコーナーです。 

お 茶 会 

日 時 7月16日（水）13：00～15：00頃 

対 象 川口地域の方ならどなたでも 

会 場 川口きずな館 

参加費 100円 

内 容 みんなで楽しく 

お茶を飲みまし 

ょう♪ 

※事前に申込をしていた 

だけると助かります。 

★申込み・問合せ  
NPO 法人 くらしサポート越後川口 
     川口きずな館  89-3620 

※ 地域活動や各種イベントなどの情報をお寄せください。地域振興課  89-3111 

地域の伝言板 

     川口きずな館 イベント情報      

全国植樹祭写真展 
日 時 7月10日（木）～7月31日（木） 

10：00～17：00（休館日 毎週火曜日） 

内 容 第65回全国植樹祭の写真展示、式典参加者

に配られた記念の品などの展示 

★当日の写真大募集！ 

【あなたのベストショットを展示してみませんか？】

天皇皇后両陛下がお越しになった第65回全国植

樹祭の写真を募集します。会場内、沿道の風景など

ベストショットをお待ちしています。データや写真

を7月2日（水）までにきずな館までお持ちくださ

い。 

５ 

     

[問合せ先：川口まつり実行委員会（事務局：産業建設課）  89-3113] 

【7 月27 日（日）】 

○ 子どもみこし・幼児車みこし 
○ 女みこし、川神会みこし 
○ 上棟式 
○ ステージショー 
○ えちご川口水合戦 
○ 民謡流し（川口小唄） 
○えちご川口総にわか  など 

【7 月26 日（土）】 

○武者行列 

○あおり太鼓、小学生の発表 

○和太鼓演奏  

東京深川富岡八幡「葵太鼓」 

○万灯みこし 

○大花火大会  など 

◎主なまつり行事の予定 

真夏の一大イベント「川口まつり」が7月26日（土）、27日（日）に開催されます。 

恒例のイベント「武者行列」や「女みこし」、「総にわか」をはじめ、「大花火大会」など市内、市外の各地域からも参

加をいただき、夏のまつりを盛り上げていきます。お楽しみに！ 

なお、出演団体や日程等は変更になる場合がありますのでご了承ください。詳細は、後日お知らせします。 

（和南津地区での様子）
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長岡市消防団川口方面隊の春季消防演習が実施
されました。総勢 150 名余りの団員、関係者が一同
に集まり、分列行進や機械・器具の点検、ポンプ操
法の模範演技の披露の他、魚野川の堤防で放水演習
を実施。21 台の小型消防ポンプが一斉に放水を行い
ました。日頃の訓練の成果と共に消防団員の頼もし
い姿を見せていました。 

一週間前クリーン作戦・西川口 

(全体で 250 名以上が参加。5月 25日) 

ふるさとの森づくり育成管理ボランティア 

(200 名以上の皆さんが参加。5 月 25日) 沿道に紅白の花を設置しお迎えしました。

黄色いフラッグに歓迎の気持ちを込め会場内に掲示しました。

（川口中学校全生徒による。5 月 30日） 

川口地域の人口 

（６月 1 日現在） 

世帯数 総人口 男 女 

１，５３６世帯 

  （△４） 

４，７８２人 

（△１４） 

２，２８８人 

（△７） 

２，４９４人 

（△７） 

全国植樹祭に沢山のご協力ありがとうございました 

『笑顔あふれる東川口』をキャッチフレーズに花で彩
る美しい街並み景観づくりを進めている団体「きらり☆ス
マイル」が、駅前通り歩道に設置されたボラード（車止め
ポール）を活用した植栽を行いました。始めてから今年
で4年。会ではこの取り組みを通し、皆が参加する楽しい
まちづくりを目指しています。これからも多くのみなさんの
ご参加や応援をお願いします。 

東川口保育園と西川口
保育園で交通安全教室が
行われました。子どもたち
が楽しく交通安全を学べ
るようにと、今回は忍た
ま？の交通指導員が登場。
子どもたちも大喜びで交
通安全体操を一緒におど
っていました。 


